
末梢血幹細胞採取術を受けられる方へ

□ 検査や採取術について理解ができる □ 検査や採取術について理解ができる □

□ □

□ □ □ 採取時の注意点について説明します □ □

□ 同意書の確認をします

□ 入院生活と治療に関する説明をします

（『入院のご案内』をみてください）

□ 採取術は病室でおこないます

□

（採取後は針を抜きます）

□ 採取中、心電図モニターを装着します

□  安静制限はありません □ □  安静制限はありません

□

□

□ 入院時に内服薬を確認します □ 白血球を増やす注射をします □ 白血球を増やす注射をします【7時】 □ 血球を増やす注射をします【7時】 □

□ 新しく服用する薬があれば説明します 【7時／19時】 □ □ 採取術後、必要があれば点滴をします

□

□ 採取術後、必要があれば点滴をします

□ 白血球を増やす注射をします

【入院後／19時】

□ 採血 □ 採血（適宜） □ 採血、尿検査（適宜）

□ 尿検査、レントゲン検査（必要時）

□ 検温 □ 検温

□ 身長測定、体重測定 □ 採取術に伴う合併症の観察をします

□ 食事制限はありません □ 昼食は採取術後になります □ 食事制限はありません

□ シャワー浴ができます □ □ シャワー浴ができます

□

状況に応じて予定が変更になる場合があります。ご不明な点がありましたらお尋ねください

検査

観察

食事

清潔

入院日 入院2～3日目

夕食後から痛み止めの服用が開始になりま

す

退院時にお渡しする内服薬について説明し

ます

採取術前日に採取術当日の予定を説明しま

す

退院後の治療、検査予定、注意点について

説明します

採取術が始まると約5時間ベッド上安静です

入院4日目（採取当日） 入院5日目（採取2日目） 退院日

退院後の生活に向けて準備することができ

る

仰向けに寝たままの状態になります

目標

医師から治療、検査予定について説明があ

ります

採取術に向けて心身ともに整えることができる

採取中の排泄はベッド上での排泄となりますので、尿器を使用します

採取術に向けて心身ともに整えることができる

2日目の採取術はおこなわない場合もあり

ます

2日目も採取術を行う場合は、2回目の白血

球を増やす注射をします【19時】

採取の針を腕から穿刺した場合に限り、採取後にシャワー浴ができます

（体調によっては体を拭くことをお勧めします）

採取用の針を、腕または太ももの付け根の太い血管から入れます

採取術前に必ずトイレを済ませておいてください

排泄

説明

処置

活動

薬剤
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